
養殖業者や流通業者でもできる簡便な魚類寄生粘液胞子虫病の防除法の開発
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水産－養殖

粘液胞子虫類は、養殖場で魚類を大量死させたり飲食店で人間の食中毒の原因になるなど、水産の生

産・流通現場で深刻な問題になっている。本研究では、特に被害を与えている４種類の疾病について、魚体

への感染時期と場所を特定し、駆虫効果のある薬剤や感染防除効果のある飼育用水の処理条件を明らか

にする。各粘液胞子虫病の防除対策が養殖業者や流通業者に普及することで、被害が１割程度にまで低減

し、養殖業の経営安定化に貢献すると同時に、食の安全・安心が確保されることを達成目標とする。

① 主要4種類の疾病に対して作成した対策ガイドラインの積極的な活用を目指して、現場へ普及に取り組む。

② 陸上飼育施設における砂ろ過・紫外線照射の殺虫効果が明らかになったことから、既存施設については有
効照射量で処理するよう指導、不備施設については処理装置を新規に導入するよう指導することを目指す。

① ﾏﾀﾞｲの心臓ﾍﾈｶﾞﾔ症原因種Henneguya pagri、ﾌｸﾞ目魚類の粘液胞子虫性やせ病原因種Enteromyxum leei
とSphaerospora fugu、ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛの筋肉ｸﾄﾞｱ症原因種Kudoa hexapunctata の感染時期と場所を特定した。

② K. hexapunctata とﾋﾗﾒの筋肉ｸﾄﾞｱ症原因種K. septempunctata の胞子をin vitroで殺虫する効果を有する
薬剤を見出し、一部は実験魚へ経口投与するin vivo実証試験でも寄生率の低減効果がみられた。

③ H. pagri とE. leei については、飼育用水の砂ろ過と紫外線処理により感染防除できることが示され、陸上の
飼育施設では寄生を防ぐことが可能であった。

④ 上記の主要4種類の疾病に対して、①感染を回避する養殖プログラム、②有効な駆虫薬を用いた化学療法、
③用水処理による感染防除のいずれか、もしくはそれらを組み合わせた実用的な対策ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを作成した。
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① 上記の粘液胞子虫病が水産業の生産・流通現場に与える被害額は約５億円と見積もられていた。しか
し、本研究で得られた、感染回避養殖プログラム、近い将来実用化が見込まれる化学療法、用水処理に
よる感染防除などの対策を組み合わせて用いれば、被害を１割程度にまで低減できると期待される。

② 本研究の成果を活用した養殖魚の生産・普及によって、もともと供給や品質が安定していた養殖魚の安
全性について信頼性が増す。さらに、食中毒のリスクが減ることで食品衛生上の不安がなくなり、「食の
安全・安心」が確保され、国民生活の向上および社会経済の安定化にも貢献する。
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１ 研究の目的・終了時達成目標

２ 研究の主要な成果

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び今後の展開

４ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

キーワード マダイ・トラフグ・ヒラメ・クロマグロ、粘液胞子虫、食中毒、感染防除、陸上養殖

【今後の開発・普及目標】
① 2年後（2021年度）は、すべての陸上飼育施設で飼育用水処理を徹底させて、未感染魚を作出する。
② 5年後（2024年度）は、ﾋﾗﾒのK. septempunctata の駆虫効果を有する薬剤を開発して、登録申請する。
③ 最終的には、日本国内で生産されるすべての養殖魚を完全に粘液胞子虫未感染とすることを目指す。



問い合わせ先：岡山理科大学獣医学部 横山 博 TEL 0898-52-9083

（２９０２５C） 養殖業者や流通業者でもできる簡便な魚類寄生粘液胞子虫病の防除法の開発

① マダイの心臓ヘネガヤ症原因種Henneguya
pagriについて、8群の養殖種苗（A1～F）を養殖場
への導入時にPCR検査した結果、種苗の由来によ
って感染率（遺伝子検出率）が異なった（図1）。この

結果より、種苗の導入時に寄生の検査をして、未感
染の種苗を選ぶことが望ましい。

② メジマグロの筋肉クドア症原因種Kudoa
hexapunctata 胞子の生死をin vitroで判定するキッ

トを用いて生残率を測定するアッセイ系を開発し（
図2）、マレイン酸0.15％・24時間で殺虫できることを
特定した（図3）。

③ トラフグの粘液胞子虫性やせ病原因種
Enteromyxum leei の病魚から未感染魚への人為

感染系の配水中間において紫外線処理することで
、曝露8週後までは68 mJ/cm2以上の照射量で完
全に感染防除することができた（図4）。

研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

実用化・普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

養殖業に深刻な被害を及ぼしている粘液胞子虫病を制御し、未感染魚を生産・流通させることで、養殖
業者・流通業者の経営安定化および食の安全・安心の確保に貢献する。

今後の展開方向

図1．マダイの種苗8群の養殖場への導入時にお
けるH. pagri 感染状況

図2．K. hexapunctata胞子の生死判定 （緑色蛍光
が生きた胞子、赤色蛍光が死んだ胞子を示す）
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図4．E. leeiの人為感染系における紫外線処理の
効果 （照射量に依存した感染率の減少を示す)

0

25

50

75

100

対照 0.03% 0.15%

殺
虫

率
（
％

）

マレイン酸 *

図3．K. hexapunctataに対するマレイン酸の殺虫
効果 1時間 3時間 24時間

・すべての陸上養殖施設で飼育用水を処理（紫外線照射等）して、未感染魚を作出する。
・ヒラメのK. septempunctataの駆虫薬を見出して、有効な化学療法を開発する。

・養殖魚の生産段階での損失が減り、魚類の市場価格が安定し、養殖・流通業者の経営が安定化する。
・養殖魚の安全性についての信頼性が増し、その需要や販路の拡大に貢献する。
・食中毒のリスクが減ることで食品衛生上の不安がなくなり、食の安全・安心が確保される。


